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なお、本講演は、2009年2月時点での業界動向、標準化動向、製品動向を踏まえて行っております。
IPv4アドレスの枯渇対策の方法等につきましては、日々状況や方針が変わる可能性がありますので

事前に最新情報をご確認の上ご利用ください
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１．NTTグループの概要
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ＮＴＴグループ主要会社の概要

日本電信電話株式会社（持株会社）
【売上高：約10.7兆円】 （グループ連結）
【従業員数： 2,900名】

地域通信事業 移動体通信事業 ｼｽﾃﾑｲﾝﾃｸﾞﾚｰｼｮﾝ
事業

株式会社
NTTドコモ

株式会社
NTTデータ

NTTコミュニケーションズ

株式会社
東日本電信電話

株式会社

地域通信事業 長距離・国際通信事業
法人向けソリューション事業
インターネット事業

【売上高：約2兆円】
【従業員数：5,850名】

【売上高：約1.9兆円】
【従業員数： 5,800名】

【売上高：約1.1兆円】
【従業員数： 8,550名】

【売上高：約4.7兆円】
【従業員数：5,840名】

【売上高：約1.1兆円】
【従業員数：8,550名】

（出資比率100%） （出資比率100%） （出資比率100%） （出資比率64.8%） （出資比率54.2%）

※売上高・従業員数は2008年3月31日現在。各社単独の数値。

西日本電信電話
株式会社

NTTグループ全体の経営戦略策定及び基盤的研究開発の推進

＜NTTコミュニケーションズグループ各社＞
NTTレゾナント

NTTぷらら

NTTPCコミュニケーションズ

海外現地法人
（NTT America、NTT Europe など）
NTTCom Cheo
NTTコムテクノロジー 他
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２．IPアドレス枯渇の状況と企業の課題
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インターネットのトラヒックの成長は続く

〔出所〕 総務省 我が国のインターネットにおけるトラヒックの集計・資産 （平成20年8月29日）
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NTTコムのJapan-US間の回線は189Gbpsまで発展

• NTTコミュニケーションズのグローバル IPネットワーク

– アジア唯一のグローバルTier１ プロバイダ
※

– アジア圏 最大のIPネットワーク（IPv4/IPv6 デュアルスタック）

• 世界１５９ヶ国にてサービス提供 (IP-VPN等)

*グローバルTier1プロバイダーとは、インターネットの品質を上流のプロバイダーに頼らずに、自らコントロールできる世界規模
の広帯域IPバックボーンを保有するISPグループのことです。

（as of January 2009)
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• 国際的在庫(IANA Pool)の枯渇は2011年3月と推測される

– 枯渇時期がはっきりと決まらない

• 早まる理由： アドレスを大量に使うサービスの提供、駆け込み需要 など

• 遅くなる理由： 不使用アドレスの返却、アドレスの業者間の取引の許可 など

IPv4アドレスの枯渇時期の予測

8

http://www.potaroo.net/tools/ipv4/index.html

未割当のブロック数は

32 / 256 (12%)32 / 256 (12%)
(2009/2/25現在)
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ICTに押し寄せるこれからの課題

2008 2009 2010 2011 2012 2013～

暗号技術のぜい弱

アナログ地上波
放送停止

環境：京都議定書
第１約束期間終了

情報通信法

DNSのぜい弱性

米国金融危機

次世代無線システム

計画＋設計＋構築計画＋設計＋構築

改正省エネ法

• 現在計画中のICTシステムは、構築中または運用中にIPv4アドレス枯渇
問題に直面する

IPv4アドレス枯渇

movaサービス終了NGNサービス開始

Windows XP
サポート終了

Windows 2000
延長サポートフェーズ
終了日本版SOX法

Windows 7改正特定商取引法 世界のIPトラヒックが
0.5ゼタバイト超に
（CISCO予測）
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企業ICTシステムへのIPv4アドレス枯渇の影響

• IPv4アドレスの枯渇以降、グローバルIPv4アドレスの入手が困難となる

• ICTシステムのIPv6アドレス対応が求められる

対 外部 （短期的解決課題）

① 公開サーバの増設が困難
② グローバルIPv4アドレスを使ったVPN(IPsec)の

拠点追加が困難
③ IPv6のみのユーザからのアクセス不能
④ グローバルIPv4アドレスを使ったサービスの

追加契約が不可能

対 社内 （中期的解決課題）

⑤ ＩＰｖ６アドレスを前提とした市販アプリケーション
が利用できない

企業ICTシステムのIPv4アドレス

枯渇の影響範囲（検討事例）

企業ICTシステムのIPv4アドレス

枯渇の影響範囲（検討事例）
顧客向け

公開サーバ

ユーザパートナー企業

営業支店

本社/DC

②

支店⑤

海外拠点

社内
DNS/FW/IDS

業務システム

IP-VPN

インターネットVPN

国際VPN

インターネット④

⑤

③
①

DMZ
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• 正確なIPv4アドレス枯渇時期や、ISP・ベンダーの対応方針が不明確な
状況下で、企業ICTの方向性についての判断が求められる

求められるCIOの決断

企業の継続的な成長

お客さまへのサポートの
継続

二重投資の回避
新たな脅威への対策

アドレス枯渇後の事象 企業ICTとしての課題

IPv4グローバルアドレスが入手しにくくなる
・従来システムの拡張、エリアの拡大が困難に

従来システム（IPv4）とIPv6の並存が発生
・企業間の取引でIPv6の対応が迫られる
・既存のIPv4システムをすぐには交換できない

IPv6のみのお客様、アプリケーションが登場
・IPv4だけのサーバにお客様がアクセスできない
・IPv6を前提としたアプリケーションが市販化

企業ICT
の方向性に
ついてCIO
の決断が

必要
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３．IPv4/IPv6並存に向けたISPの対応
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複数の利用者で１つのアドレスを共同利用する技術

• ISPにおけるIPv4アドレス枯渇への対策として、ISP内部へのキャリア
グレードNATの導入が検討されている。（総務省 研究会）

Webサーバ
キャリアグレードNAT

ISPネットワーク

NAPTは仕様上、同時に65,536までしか

セッションが張れない
⇒ Google image search: 約60セッション / 回
⇒ iTunes: 約270セッション / 回

NAPTは仕様上、同時に65,536までしか

セッションが張れない
⇒ Google image search: 約60セッション / 回
⇒ iTunes: 約270セッション / 回

A社

FW/NAT

B社

FW/NAT

複数の端末で１つの
アドレスを共同利用
するためにNAT/NAPT
装置を設置

複数の端末で１つの
アドレスを共同利用
するためにNAT/NAPT
装置を設置

複数の利用者で１つの
アドレスを共同利用
するためにNAT/NAPT
装置を設置

複数の利用者で１つの
アドレスを共同利用
するためにNAT/NAPT
装置を設置
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IPv4
サーバ

現在のIPv4機器

LAN
GW

• ISPの対策としては、サーバコンテンツ側のWeb等がIPv6対応できるまでは、
サービスに制限は発生するが、キャリアグレードNATで対応せざるを得ない

• IPv6ネットワークへのトラヒックの移行を業界全体で進めていくことが必要

IPv4アドレス枯渇におけるISPの対応と、その後の展開

端末／アプリ、LAN

現在のIPv4機器

ネットワーク、インターネット サーバ、コンテンツ

IPv6 インターネット

IPv4 インターネット

IPv4IPv4
（プライベートアドレス）（プライベートアドレス）

IPv4IPv4
（グローバルアドレス）（グローバルアドレス）

ｷｬﾘｱｸﾞﾚｰﾄﾞ
NAT

IPv4IPv4

NAPT

企業／家庭

データセンタ
IPv6専用機器

昔のIPv4機器

IPv4/IPv6
ﾃﾞｭｱﾙｽﾀｯｸ端末

IPv4/IPv6
ﾃﾞｭｱﾙｽﾀｯｸ

サーバ

IPv6IPv6

NAT IPv4
サーバ

・一部のアプリケーションが使えない
・一部のWebページが表示されない

・通信のボトルネックとなり得る

・一部のアプリケーションが使えない
・一部のWebページが表示されない

・通信のボトルネックとなり得る

ISP
・サーバだけでなくアプリ、

コンテンツも手直しが必要

・サーバだけでなくアプリ、
コンテンツも手直しが必要
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キャリアグレードNAT導入による制限（例） その１

• １つのNAPTを複数ユーザで利用するため、多くのユーザで共有すると
１ユーザあたりの利用可能なセッション数に制限が発生する

NTTコミュニケーションズ 先端IPアーキテクチャセンタ調べ

Google Map（正常時） Google Map（セッションを１５に制限）
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キャリアグレードNAT導入による制限（例） その２

• IPアドレスの共同利用により、IPアドレスから利用者が特定できなくなる

– Webサーバのログ、IPアドレスでのアクセス制限機能などに影響

• ブログのアクセス制限機能の例

– キャリアグレードNATのアドレスを
記入すると、その配下の全ての
ユーザが制限されてしまう

Webサーバのログ（正常時） Webサーバのログ（NAPT導入例）

アクセスしたユーザ毎にIPアドレスが異なって記録される 全てキャリアグレードNATのアドレスが記録される
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従来システム（IPv4）とIPv6の並存時期が発生

• 最終的にはIPv6に移行することは共通認識

• サービス事業者・利用者などの間で移行タイミングが揃わないため、
IPv6が一般化された後もしばらくの間、IPv4とIPv6の並存が継続

▼在庫枯渇時期 ▼IPv6が一般化

グローバルIPv4アドレス
現在の
ユーザ

現在の
ユーザ

枯渇後の
ユーザ

枯渇後の
ユーザ

新種の
端末

新種の
端末

IPv6

センサー、監視カメラ、乗り物、家電･･･

＋IPv6

キャリアグレードNAT導入のIPv4アドレス（想定）

並存

＋

引き続き使用グローバルIPv4アドレス

IPv6
並存
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４．IPv4/IPv6並存に向けた企業の対応
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企業としての判断における課題

• IPv4アドレス枯渇対策としてのIPv6対応をいつまでに行うべきか
– 現時点でIPv4アドレス枯渇の正確な時期が予測できない

– ISP、一般ユーザ、他企業の動きがわからない

– しかし、ICTシステムの設計～構築には時間がかかる

• IPv6の対応をどこまでやるべきか
– 社内ユーザ、SIerからIPv6要望の声が聞こえてこない

– しかし、お客様対応や今後の企業システム更改にIPv6対応が必要となる

• IPv4の従来システムをいつまで使い続けるべきか
– 長い期間使用している古いシステムはIPv6対応ができない

– しかし、IPv4とIPv6の新旧システムは早期に統合して二重投資を避けたい
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アプリケーション：
コンテンツを

IPパケットに乗せる

インターネット

Ｗｅｂ メール 映像 ＥＣ

初期のIPv4アドレス枯渇対策の課題と対策

• 企業ネットワークや端末をIPv6に対応させてもアプリケーションが未対応

• 初期の対策として、翻訳機能（トランスレータやプロキシなど）を活用

IPv4 IPv4 IPv6 IPv6

物理回線：
IPv4もIPv6共通

IPレイヤー：
IPv4とIPv6との
間は通信不可

コンテンツ：
IPに関係しない

通信機器、OS：
IPパケットを
物理回線に乗せる

アプリケーション
はあまりIPv6に
対応していない

アプリケーション
はあまりIPv6に
対応していない

IPv4 / IPv6間は
翻訳機能が必要

IPv4 / IPv6間は
翻訳機能が必要

キャリアグレード
NATによる制限

キャリアグレード
NATによる制限

かなり対応が進む
古い機器は未対応

かなり対応が進む
古い機器は未対応

IPv4 IPv4 IPv6 IPv6

Ｗｅｂ メール 映像 ＥＣ

・トランスレータ(NAT-PT)： IPv4とIPv6の間でアドレスとポートを直接変換
・プロキシ： アプリケーションレベルで変換し「代理」として相手のＮＷに接続
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IPv4アドレス枯渇におけるIPv6対策のポイント

１． インターネットとの境界に接しているサーバ（公開サーバ）

２． 端末と企業内ネットワーク(端末・WAN)

３． 企業内ネットワークのインターネットとの接続点(GW)

IPv4
サーバ

現在のIPv4機器

LAN

WAN
GW

現在のIPv4機器

IPv6 インターネット

IPv4 インターネット

IPv4IPv4
NAPT

企業
データセンタ

IPv4/IPv6
ﾃﾞｭｱﾙｽﾀｯｸ端末

IPv6IPv6

NAT +
プロキシ

IPv4
サーバ

ISP

１．公開サーバ１．公開サーバ３．GW３．GW２．端末・WAN２．端末・WAN

IPv4IPv4

IPv6IPv6

ｷｬﾘｱｸﾞﾚｰﾄﾞ
NAT

IPv4/IPv6
ﾃﾞｭｱﾙｽﾀｯｸ

サーバ

IPv6専用機器

昔のIPv4機器
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IPv4
サーバ

現在のIPv4機器

LAN

WAN
GW

１．公開サーバの初期の対応

• 多くの一般家庭のユーザは、Windows Vista等の普及により、IPv4+IPv6インター
ネットサービス提供後すぐにIPv6インターネットを使い始める

• IPv4アドレスの枯渇以降はやがて国内外にIPv6環境のみのユーザが現れる

• 企業の顔として、公開サーバのIPv6対応は優先課題

現在のIPv4機器

IPv6 インターネット

IPv4 インターネット

IPv4IPv4
NAPT

企業
データセンタ

IPv4/IPv6
ﾃﾞｭｱﾙｽﾀｯｸ端末

IPv6IPv6

NAT +
プロキシ

IPv4
サーバ

ISP

１．公開サーバ１．公開サーバ３．GW３．GW２．端末・WAN２．端末・WAN

IPv4IPv4

IPv6IPv6

ｷｬﾘｱｸﾞﾚｰﾄﾞ
NAT

IPv4/IPv6
ﾃﾞｭｱﾙｽﾀｯｸ

サーバ
リバース
プロキシ

リバースプロキシの設置でIPv6からのアクセスが可能
- 対応できないコンテンツがある場合コンテンツ側の修正が必要
- ログ管理の運用やセキュリティ対策が複雑になる

システム更改時期に合わせて、デュアルスタック化を進める

リバースプロキシの設置でIPv6からのアクセスが可能
- 対応できないコンテンツがある場合コンテンツ側の修正が必要
- ログ管理の運用やセキュリティ対策が複雑になる

システム更改時期に合わせて、デュアルスタック化を進める
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公開サーバへのトランスレータの導入事例

• インターネットマルチフィード社

– 大規模サーバと複雑なコンテンツのIPv6対応化実証実験の開始

• 2009年1月7日 ～ 2009年9月末

• 日経、日経デジタルメディア、NAS が保有する既存のWWW サイトなど

IPv6端末からIPv4サーバに

アクセスさせるための
トランスレータ機能を提供

ＩＰｖ６

ＩＰｖ４

ＩＰｖ４
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LAN

WAN
IPv4

サーバ
現在のIPv4機器

GW

２．端末と企業内ネットワーク

• 企業では、既存システムへのセキュリティ対策などに時間がかかるため移行は遅い

• 製造業（家庭用製品）や金融業（即時性の取引）などで社内からIPv6利用の要望が徐々に発生

– あらかじめ“IPv6対応の機器”、“IPv4アドレスに依存しない装置”を選択し２重投資を回避

– 社内システムのデュアルスタック運用時のポリシー策定、端末・ＮＷの移行方法を検討

現在のIPv4機器

IPv6 インターネット

IPv4IPv4

企業
データセンター

IPv4/IPv6
ﾃﾞｭｱﾙｽﾀｯｸ

サーバ

IPv6IPv6

IPv4
サーバ

ISP

１．公開サーバ１．公開サーバ３．GW３．GW

IPv4IPv4

IPv6IPv6

リバース
プロキシ

IPv4 インターネット

ｷｬﾘｱｸﾞﾚｰﾄﾞ
NAT

２．端末・WAN２．端末・WAN

IPv4/IPv6
ﾃﾞｭｱﾙｽﾀｯｸ端末

NAPT
NAT +

プロキシ
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① 最初からIPv4/IPv6デュアルスタックNWに移行： 既存IPv4システム側のセキュリティが不安

② 従来のIPv4ネットワークと新しいデュアルスタックNWを併設： 移行過程で運用コストが増大

③ 1つの機器に２つのNWが相乗り（VLANなど）： 部署、端末単位での段階的な移行が可能

利用者のIPv6利用要望に応えるネットワークの構築方法

各拠点ビル各拠点ビル データセンターデータセンター各端末各端末 各部署各部署

②併設②併設

①移行①移行

従来IPv4
基幹LAN

従来IPv4
ﾌﾛｱLAN 従来IPv4

WAN
GW

IPv4 
インターネット

ビル単位ビル単位

部署単位部署単位

端末単位端末単位

IPv4 / IPv6 
インターネット

従来IPv4
基幹LAN

従来IPv4
LAN

従来IPv4
WAN

IPv4 / IPv6
ﾃﾞｭｱﾙｽﾀｯｸ

IPv4 / IPv6
ﾃﾞｭｱﾙｽﾀｯｸ

IPv4 / IPv6
ﾃﾞｭｱﾙｽﾀｯｸ

GW

③相乗り③相乗り

IPv4 / IPv6 
インターネットIPv4 / IPv6

ﾃﾞｭｱﾙｽﾀｯｸ
IPv4 / IPv6
ﾃﾞｭｱﾙｽﾀｯｸ

IPv4 / IPv6
ﾃﾞｭｱﾙｽﾀｯｸ

GW

従来の
IPv4ｼｽﾃﾑ

IPv4 / IPv6
ﾃﾞｭｱﾙｽﾀｯｸ端末

従来の
IPv4ｼｽﾃﾑ

IPv4 / IPv6
ﾃﾞｭｱﾙｽﾀｯｸ端末

従来のIPv4ネットワーク

新規のIPv4/IPv6デュアルスタックネットワーク

従来のIPv4NWと新規のIPv4/IPv6デュアルスタックNWの相乗り
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IPv6IPv6

LAN

WAN
IPv4

サーバ
現在のIPv4機器

GW

３．インターネットとの接続点（GW）

• 公開サーバのIPv6対応に伴い、IPv6ネットワークを使ったアクセスを可能にする

– GWでは初期段階からIPv6インターネットと接続

– プロキシをデュアルスタック化し、社内のIPv4端末からIPv6Webサーバにアクセス可能

現在のIPv4機器

IPv6 インターネット

IPv4IPv4
NAPT

企業
データセンタ

IPv4/IPv6
ﾃﾞｭｱﾙｽﾀｯｸ

サーバ

IPv6IPv6

NAT +
プロキシ

IPv4
サーバ

ISP

１．公開サーバ１．公開サーバ３．GW３．GW

IPv4IPv4

IPv6IPv6

リバース
プロキシ

IPv4 インターネット

ｷｬﾘｱｸﾞﾚｰﾄﾞ
NAT

２．端末・WAN２．端末・WAN

ﾃﾞｭｱﾙｽﾀｯｸ
プロキシ

ただしIPv6の機能やアドレスを使った

アプリケーションやコンテンツには対応不可

ただしIPv6の機能やアドレスを使った

アプリケーションやコンテンツには対応不可

IPv4/IPv6
ﾃﾞｭｱﾙｽﾀｯｸ端末

IPv4/IPv6
ﾃﾞｭｱﾙｽﾀｯｸ端末

IPv6IPv6
対応対応
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キャリアグレードNAT + IPv6 の採用

社内からIPv6アプリケーション

の利用要望が発生

グローバルIPv4
アドレスの入手が困難

IPv4
IPv6

並存

公開サーバの公開サーバのIPv6IPv6対応対応

段階的なデュアルスタック段階的なデュアルスタック
ネットワークへの移行ネットワークへの移行
プロキシのデュアルスタック化プロキシのデュアルスタック化

IPv4IPv4アドレスにアドレスに
依存しない装置依存しない装置
の選択の選択

次の５年の問題を乗り切る最善の方法を選択

• IPv4枯渇対策の対策箇所、規模、時期について適切な決断を行い、
事業の拡大、お客さまへのサポート継続、社会への貢献を実現する

• 正しい決断のために、最新情報の収集、スキルあるSIerとの連携、
社内ICTシステムの問題点のチェックが、“今から”必要です。

IPv6アプリケーションが主流に

IPv6IPv6対応機器の選択対応機器の選択
社内社内ICTICTシステムのデュアルスタック化のポリシー策定システムのデュアルスタック化のポリシー策定

成長を
止めない

成長を
止めない

成長を
止めない

成長を
止めない

二重投資の回避
新たな脅威の排除

二重投資の回避
新たな脅威の排除

お客さまへの
サポート継続

お客さまへの
サポート継続

▼IPv4アドレスの枯渇

初期段階はリバースプロキシ等で対応

VPNやログ管理など VLANの活用など
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５．NTTグループの取り組み
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NTTグループは枯渇時期を見越したサービス・ソリューションを提案します

計画・設計・構築の各フェーズを通じて、将来のサービスや
ソリューションをお約束しながら、IPv4アドレス枯渇時期に向
けたICTソリューションを提供していきます。

１） IPv4/IPv6インターネット接続サービスをグローバル
に提供しています。

２） IPv4アドレス枯渇対策に必要なソリューション、
サービスを準備しています。

３） これから５年間の問題を乗り切るための、
コンサルティングをご提供いたします。
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NTTコミュニケーションズのIPv6対応サービス

19991999 20002000 20012001 20022002 20032003 20042004 20052005 20062006 20072007 20082008 20092009 20102010

Verio VPSホスティング

IPv4/IPv6 デュアルスタック ホスティング

m2m-x ぷらら映像配信 緊急地震速報

アプリケーション

TodayToday

研究 トライアル

グローバルバックボーン

サービス化 (IPv6) IPv4/IPv6 デュアルスタック化

トライアル

トンネリング接続サービス

サービス化

（海外展開） 欧州 日本 香港 アジア 米国などに全世界に展開

企業向けデュアルスタックサービス

ADSL ADSL スーパーOCNなどに展開

OCN IPv6

個人向けIPv6サービス

日本

インターネット接続インターネット接続

プラットフォームプラットフォーム

エンタープライズエンタープライズ 海外

IPv6対応高品質IP-VPN

Arcstar IP-VPN 国内

アドレス枯渇時期までに必要な対策を完了させる予定ですアドレス枯渇時期までに必要な対策を完了させる予定です

： ﾃﾞｭｱﾙｽﾀｯｸ
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IPv6インターネット接続サービスを世界各国で提供中

IPv6提供国とIXへの接続状況

※1) IPv4/IPv6デュアルスタックサービス＋IPv6ネイティブサービス
※2） APAC: 韓国・香港・台湾・マレーシア・シンガポール・オーストラリア

IPv6サービスの提供比率
・ISP・大規模NWユーザ向け商品
・OCNブランドを除く

15%全地域

24%欧州

15%米国

14%APAC※2

12%日本

IPv6ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ
接続を含むｻｰﾋﾞｽ

※1
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Arcstar IP-VPNサービスのIPv4/IPv6 Dual対応

• 2009年3月 IPv4/IPv6デュアルスタック対応のArcstar IP-VPNサービスを
国内で提供開始予定

– MPLS技術を用いた、高品質、高信頼性、セキュアなプライベートIPネットワークを実現

– １本の物理回線上で、IPv4とIPv6の双方の通信が可能。

– お客さま既存システム（IPv4）のIPv6対応時に、スムーズに移行可能

• 2010年 Arcstar グローバルIP-VPN IPv4/IPv6デュアルスタックサービス提供予定

– 海外拠点を結ぶIP-VPNをIPv4/IPv6デュアルスタックで提供

– アジア拠点から先行し、順次エリアを拡大

NEWNEWNEW

IPv4での提供回線帯域に準じる回線帯域

Comイーサ、東西イーサワイド
※）対応回線種別については順次拡大予定

回線種別

・ユニークローカルアドレス

・お客様取得の正規グローバルアドレス

・IP-VPNから払い出された正規グローバルアドレス

IPv4/IPv6デュアルスタック

利用可能

IPv6アドレス

提供機能
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高信頼な企業IPv4/IPv6デュアルスタック環境を実現するソリューション

xSP/iDC

SAMURAISAMURAI

フロー

ヘビーユーザ

P2P

ISP
（AS）

ISP
（AS）

トラフィック交流
トラフィック送信元抽出
AS間交流分析
DDoS観測

DDoS攻撃

トラフィック解析システム（SAMURAI）の開発と商品化

ネットワーク機器からのFlow情報を
取得し、IPv4/IPv6のトラフィック解析を行う

異常トラフィック（DDoS）の監視・検出・

通知・指示の一連の運用フローを
Webポータル上で実現

トラフィック分析による設備設計や
効率向上が可能
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社内システムのIPv6/IPv4デュアル運用を支えるソリューション

ソフトウェアのIPv6開発ガイドライン

の策定

「IPv6対応ソフトウェア開発ガイドライン」
と「IPv6ネットワーク移行設計ガイドライン」
を策定し、NTTデータ社内に公開

ノウハウの展開やIPv6非対応部分の確認

方法、修正方法をまとめている

IPv6対応ソフトウェア

開発ガイドライン

擬似IPv4/IPv6デュアル

スタックネットワークでの
検証

NTTデータ標準運用管理ソフトウェアの
IPv6対応

NTTデータ開発のオープンソース統合
運用管理ソフトウェア「Hinemos※」が
Ver. 3.0でIPv6に対応

(2008/10/31リリース) Hinemos
マネージャ

IPv4/IPv6混在ネットワーク
IPv6ネイティブネットワーク

SNMP監視

ping監視

SNMPトラップ監視
syslog-ng監視

HTTP監視

監視対象IPv4ノード

サービスポート監視

監視対象IPv6ノード

監視対象IPv4/IPv6ノード

SQL監視
Hinemos

クライアント

Hinemos
クライアント

※HinemosはNTTデータの登録商標です。
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基本方針の策定
・セキュリティポリシー
・システムポリシー
・移行方針

・・・

基本方針の策定
・セキュリティポリシー
・システムポリシー
・移行方針

・・・

選定
・ネットワーク
・サービス
・アプリケーション
・機器

・・・

選定
・ネットワーク
・サービス
・アプリケーション
・機器

・・・

経営の方向性確認

・経営戦略
・システム戦略
・期待される効果と機能

・・・

経営の方向性確認

・経営戦略
・システム戦略
・期待される効果と機能

・・・

現状システムの確認
・ネットワーク環境
・サーバー環境
・アプリケーション環境
・利用/提供サービス
・端末環境
・保守・運用

・・・

現状システムの確認
・ネットワーク環境
・サーバー環境
・アプリケーション環境
・利用/提供サービス
・端末環境
・保守・運用

・・・ 問題点・課題・要望問題点・課題・要望

調査・収集：情報提供 IPv6現況、製品動向、サービス動向・・・調査・収集：情報提供 IPv6現況、製品動向、サービス動向・・・

予測/検討
・費用
・影響範囲/度合い
・効果
・新しいサービス

・・・

予測/検討
・費用
・影響範囲/度合い
・効果
・新しいサービス

・・・

試行・検証

効果測定

移行支援移行支援

運用・保守

設計・構築

マネージメントマネージメント

開発・検証

フィードバック

現状調査現状調査 現状分析、方針策定現状分析、方針策定 設計～移行（構築）～運用・保守設計～移行（構築）～運用・保守

IPｖ６移行コンサルティング～移行実施、運用・保守

• ＮＴＴコミュニケーションズは、全てのフェーズを通してお客様のICTｼｽﾃﾑ
のIPv4アドレス枯渇対策のお手伝いをいたします。
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Have a nice business!Have a nice business!Have a nice business!

-THE END---THE ENDTHE END--
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